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東京証券取引所市場第一部への上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 

 
  当社は、本日、平成 26 年 12 月 19 日に東京証券取引所市場第一部に上場いたしました。 

今後とも、一層のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

なお、平成 27 年 3 月期（平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日）における当社グループの業績予想は

以下のとおりであり、また、最近の決算情報につきましては別添のとおりであります。 

 
【連結】                           (単位：百万円・％） 

決算期 

 
項目 

平成 27 年 3 月期 
（予想） 

平成 27 年 3 月期 
第2四半期累計期間 

（実績） 

平成 26 年 3 月期 
（実績） 

 構成比 対前期増減率  構成比  構成比 

売 上 高 106,900 100.0 1.3 23,142 100.0 105,490 100.0 
営 業 利 益 8,200 7.7 0.7 △3,883 ― 8,143 7.7 
経 常 利 益 7,800 7.3 △2.9 △3,819 ― 8,030 7.6 
当 期 （ 四 半 期 ） 純 利 益 4,700 4.4 12.0 △2,455 ― 4,195 4.0 
1 株当たり当期（四半期）純利益 263 円 32 銭 △163 円 71 銭 214 円 91 銭 
1 株 当 た り 配 当 金 
（ 1 株当たり中間配当金） 

未定（注）3 
（29 円 00 銭）（注）4 ― 85 円 10 銭 

（47 円 50 銭） 
 
（注）１．平成 26 年 3 月期（実績）及び平成 27 年 3 月期第 2 四半期累計期間（実績）の 1 株当たり当期（四半

期）純利益は期中平均発行済株式数により算出しております。平成 27 年 3 月期（予想）の 1 株当たり

当期純利益は公募による新株式発行株式数（5,000,000 株）及び自己株式の処分株式数（5,000,000 株）

を含めた予定期中平均発行済株式数により算出し、オーバーアロットメントによる売出しに関する第三

者割当増資分（最大 1,500,000 株）は考慮しておりません。 

２．平成 26 年 10 月 1 日付で、株式 1 株につき 100 株の株式分割を行っております。上記で平成 26 年 3
月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、1 株当たり当期（四半期）純利益及び 1 株当たり（中

間）配当金を算出しております。 
３．当社は、安定な成長と経営環境の変化に対応するために必要な内部留保資金を確保しつつ、経営状況

に応じた株主への利益還元を継続して行うことを基本方針としており、平成 27 年 3 月期の第 2 四半期

及び通期につき配当を予定しておりますが、通期の配当金につきましては現時点で未定であります。 
４．中間配当金につきましては、29 円 00 銭を予定しております。今後、取締役会で決議した時点で速や

かに開示いたします。 
 



 

（ご参考） 

当社グループは、平成 20 年 4 月の発足以来、売上の拡大と収益性の向上に取り組み、安定した業績を持

続してまいりました。 

連結決算は平成 25 年 3 月期より実施しており、平成 26 年 3 月期の連結業績は売上高 1,054 億 90 百万円、

営業利益 81 億 43 百万円（売上高営業利益率 7.7％）、経常利益 80 億 30 百万円（売上高経常利益率 7.6％）、

当期純利益 41 億 95 百万円（売上高当期純利益率 4.0％）でした。 

当社グループの事業の特徴として、官公庁や地方自治体向けの売上の計上が第４四半期会計期間に著しく

偏る傾向があり、当第 2 四半期連結累計期間の売上高は、通期業績予想と比較して低い水準となり、損失を

計上しておりますが、当期における受注および売上は計画どおりに推移しており、通期では売上高 1,069 億

円（前期比 1.3％増）、営業利益 82 億円（前期比 0.7％増）、経常利益 78 億円（前期比 2.9％減）、当期純

利益 47 億円（前期比 12.0％増）を見込んでおります。 

今後、当社グループは、上下水道市場において、競合優位性を維持し、持続的な成長と収益の最大化を目

指すために、「国内市場環境変化への対応」および「海外事業の拡大」を最重点施策として、優先的に取り

組んでまいります。 

以 上 



平成27年３月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕(連結) 

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無 

四半期決算説明会開催の有無    ： 無 

  

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

  

(注) 当社は、平成26年10月１日を効力発生日として、普通株式１株を100株に分割し、１単元の株式の数を100株とする単元株制度を採用してい
ます。これに伴い、当連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しています。 

  

  

２．配当の状況 

(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
２．当社は第２四半期及び通期につき配当を予定しております。 
  中間配当金については予定額であり、今後、取締役会において決議した時点で速やかに開示いたします。通期の配当金については未定

であり、今後、決定した時点で速やかに開示いたします。 
３．当社は、平成26年10月１日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が

行われたと仮定した場合の平成26年３月期の年間配当金は85円10銭であり、平成27年３月期の中間配当金は29円00銭であります。 
  

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

(注)１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
２．１株当たり当期純利益は公募株式数（10,000,000株）を含めた予定期中平均発行済株式数により算出し、オーバーアロットメントによ

る売出しに関する第三者割当による増資分（最大1,500,000株）は考慮しておりません。 
３．平成26年10月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っておりますが、当連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮

定し、１株当たり当期純利益を算定しております。

      
 

平成26年12月19日
 

上 場 会 社 名 メタウォーター株式会社 上場取引所  東 
 

コ ー ド 番 号 9551 URL http://www.metawater.co.jp 
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)木田 友康   
問合せ先責任者 (役職名)取締役 経営企画本部長 (氏名)中村 靖 (TEL)03(6853)7317 
 

四半期報告書提出予定日 ― 配当支払開始予定日 平成26年12月25日 
 

(百万円未満切捨て)
 

（１）連結経営成績(累計) （%表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 23,142 ― △3,883 ― △3,819 ― △2,455 ―
26年３月期第２四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

 

(注) 包括利益 27年３月期第２四半期 △2,334 百万円 ( ―％) 26年３月期第２四半期 ― 百万円 ( ―％) 
 

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 △163.71 ―
26年３月期第２四半期 ― ―

 

（２）連結財政状態   
 

  総資産 純資産 自己資本比率 
  百万円 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 66,108 16,480 24.8 
26年３月期 87,192 20,012 22.9 

 

(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期 16,402 百万円  26年３月期 19,946 百万円
 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 ― 4,750.00 ― 3,760.00 8,510.00 

27年３月期 ― 2,900.00             

27年３月期(予想)         ― ― ― 
 

  (％表示は、対前期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 106,900 1.3 8,200 0.7 7,800 △2.9 4,700 12.0 263.32
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※ 注記事項 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（４）発行済株式数（普通株式） 

 (注) 当社は、平成26年10月１日を効力発生日として、普通株式１株を100株に分割し、１単元の株式の数を100株 
    とする単元株制度を採用しています。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し 
    て発行済株式数（普通株式）を算定しています。 
  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信

の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  (1)本資料における予想値及び将来の見通しに関する記述・言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断及び仮定

  に基づいております。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化により、実際に生じる 

  結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社は将来予測に関するいかなる内容についても、その確実 

  性を保証するものではありません。  

  (2)当社は平成26年６月20日開催の取締役会において株式の分割および単元株制度の採用について決議し、平成26年

  10月１日の効力発生日をもって、当社株式を１株につき100株の割合で分割するとともに、単元株式数を100株と 

    する単元株制度を採用しております。 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

  新規 ―社 (社名)          、除外 ―社 (社名) 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 20,000,000株 26年３月期 20,000,000株 

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 5,000,000株 26年３月期 5,000,000株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 15,000,000株 26年３月期２Ｑ ― 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 （１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済状況は、政府の経済政策や金融政策により、企業収益が改善

し、設備投資が堅調に推移するなど、緩やかな回復基調となりました。一方で、公共投資や設備投資においては、

景気回復等に起因する人手不足が投資の抑制要因になるリスクがあり、先行き不透明な状況が続いております。 

  世界経済は、一部の新興国において経済成長の鈍化が懸念されるものの、米国や欧州等では、経済の持ち直しが

みられ、全般的に緩やかな景気回復が続いております。 

  
このような状況の中、当社グループは、昨年度に引き続き、攻める「Attack」＋変革「Innovate」を行動指針に

掲げ、成長軌道へのせるための事業基盤の構築、安定的な収益基盤の確保、経営基盤の強化の取り組みをすすめて

おります。 

  
当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は231億42百万円となり、損益面につきまし

ては、営業損失は38億83百万円、経常損失は38億19百万円、四半期純損失は24億55百万円となりました。 

なお、当社グループの事業の特徴として、官公庁や地方自治体向けの売上の計上が第４四半期会計期間に著しく

偏る傾向があります。そのため、当第２四半期連結累計期間の売上高は、通期連結業績予想と比較して低い水準と

なり、損失を計上しております。 

  

セグメント別業績は以下のとおりです。 

(プラントエンジニアリング事業） 

 大型案件の工事進捗が低調に推移したことにより、売上高は159億63百万円、営業損失は20億21百万円となりま

した。 

(サービスソリューション事業） 

PFI(注１)事業の維持管理等の継続的なサービス請負により、売上高は71億78百万円、営業損失は18億61百万円

となりました。 

(注)１．PFI(Private Finance Initiative)：施設整備を伴う公共サービスにおいて、民間の有する資金、 

      技術、効率的な運用ノウハウなどを活用する仕組み 

  

 （２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ210億83百万円減少し、661億８百万円となり

ました。 

流動資産は、現金及び預金が増加しましたが、受取手形及び売掛金が減少したことなどから、前連結会計年度末

に比べ215億68百万円減少し、559億19百万円となりました。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ４億84百万円増加し、101億89百万円となりました。 

流動負債は、支払手形及び買掛金、１年内返済予定のPFI等プロジェクトファイナンス・ローンが減少したこと

から、前連結会計年度末に比べ305億22百万円減少し、310億60百万円となりました。 

固定負債は、PFI等プロジェクトファイナンス・ローンが増加したことから、前連結会計年度末に比べ129億70百

万円増加し、185億67百万円となりました。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ35億31百万円減少し、164億80百万円となりました。 

  
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は122億60百万円

となり、前連結会計年度末に比べ、91億63百万円増加しました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシ

ュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  
   (営業活動によるキャッシュ・フロー）  

税金等調整前四半期純損失38億19百万円、法人税等の支払による支出35億２百万円、仕入債務の減少による支出

222億38百万円の一方、売上債権の減少による収入379億４百万円などにより、営業活動に伴う資金の増加は、114

億11百万円となりました。 

  

   (投資活動によるキャッシュ・フロー） 

有形固定資産の取得による支出３億85百万円や無形固定資産の取得による支出５億92百万円により、投資活動に

伴う資金の減少は11億30百万円となりました。 
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   (財務活動によるキャッシュ・フロー） 

PFI等プロジェクトファイナンス・ローンの借換及び新規借入により、PFI等プロジェクトファイナンス・ローン

の借入れによる収入134億79百万円がPFI等プロジェクトファイナンス・ローンの返済による支出95億円を上回った

ものの、短期借入金の返済による支出45億円により、財務活動に伴う資金の減少は10億87百万円となりました。 

  
 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成27年３月期の通期連結業績につきましては、売上高は1,069億円、営業利益は82億円、経常利益は78億円、

当期純利益は47億円を予想しております。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

 （１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

    該当事項はありません。 

  
 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  

 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

 

当第２四半期連結累計期間 
(自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日) 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 
 

当第２四半期連結累計期間 
(自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日) 

(会計方針の変更) 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい 

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下 

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ 

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給 

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法について、 

退職給付の見込支払日までの平均期間を基礎とする方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの 

金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四 

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加 

減しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が871百万円、繰延税金資産（固定）が348百

万円それぞれ増加し、退職給付に係る資産が105百万円、期首利益剰余金が628百万円それぞれ減少しております。

また、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微です。 

 なお、セグメント情報に与える影響は軽微であるため、記載を省略しております。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

    (単位：百万円) 

  
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 4,025 13,189 

    受取手形及び売掛金 65,046 27,354 

    仕掛品 2,185 8,447 

    原材料及び貯蔵品 1,938 1,904 

    その他 4,292 5,022 

    流動資産合計 77,488 55,919 

  固定資産     

    有形固定資産 1,829 1,889 

    無形固定資産 2,373 2,240 

    投資その他の資産     

   投資その他の資産 5,721 6,059 

   貸倒引当金 △219 ― 

   投資その他の資産合計 5,501 6,059 

    固定資産合計 9,704 10,189 

  資産合計 87,192 66,108 
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    (単位：百万円) 

  
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 28,859 8,901 

    短期借入金 4,500 ― 

    １年内返済予定のPFI等プロジェクトファイナ 
  ンス・ローン 

8,919 802 

    未払法人税等 3,623 136 

    前受金 5,322 15,660 

  完成工事補償引当金 1,021 873 

    受注工事損失引当金 116 114 

  その他 9,219 4,573 

    流動負債合計 61,583 31,060 

  固定負債     

    PFI等プロジェクトファイナンス・ローン 1,964 14,061 

    退職給付に係る負債 3,530 4,505 

    その他 101 ― 

    固定負債合計 5,596 18,567 

  負債合計 67,180 49,628 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 7,500 7,500 

    資本剰余金 10,633 10,633 

    利益剰余金 19,911 16,259 

    自己株式 △15,750 △15,750 

    株主資本合計 22,295 18,643 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 19 32 

  為替換算調整勘定 35 △6 

  退職給付に係る調整累計額 △2,404 △2,266 

    その他の包括利益累計額合計 △2,349 △2,240 

  少数株主持分 65 77 

  純資産合計 20,012 16,480 

負債純資産合計 87,192 66,108 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

  (単位：百万円) 

  
当第２四半期連結累計期間 
(自  平成26年４月１日 
至  平成26年９月30日) 

  売上高 23,142 

  売上原価 21,145 

  売上総利益 1,996 

  販売費及び一般管理費 5,880 

  営業損失（△） △3,883 

  営業外収益   

    受取利息 129 

    受取配当金 24 

  為替差益 54 

    その他 23 

    営業外収益合計 231 

  営業外費用   

    支払利息 99 

    固定資産処分損 46 

  その他 21 

    営業外費用合計 167 

  経常損失（△） △3,819 

  税金等調整前四半期純損失（△） △3,819 

  法人税等 △1,377 

  少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,442 

  少数株主利益 13 

  四半期純損失（△） △2,455 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

  (単位：百万円) 

  
当第２四半期連結累計期間 
(自  平成26年４月１日 
至  平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,442 

その他の包括利益   

  その他有価証券評価差額金 13 

 為替換算調整勘定 △42 

  退職給付に係る調整額 137 

  その他の包括利益合計 108 

四半期包括利益 △2,334 

（内訳）   

  親会社株主に係る四半期包括利益 △2,347 

  少数株主に係る四半期包括利益 13 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

  (単位：百万円) 

  
当第２四半期連結累計期間 
(自  平成26年４月１日 
至  平成26年９月30日) 

  営業活動によるキャッシュ・フロー   

    税金等調整前四半期純損失（△） △3,819 

    減価償却費 527 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 48 

  退職給付に係る資産の増減額（△は減少） △37 

    完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △148 

  受注工事損失引当金の増減額（△は減少） △2 

    受取利息及び受取配当金 △154 

    支払利息 99 

  為替差損益（△は益） 11 

    有形固定資産処分損 46 

    売上債権の増減額（△は増加） 37,904 

    たな卸資産の増減額（△は増加） △6,227 

    仕入債務の増減額（△は減少） △22,238 

  前受金の増減額（△は減少） 10,337 

  その他 △1,498 

    小計 14,847 

    利息及び配当金の受取額 154 

    利息の支払額 △87 

    法人税等の支払額 △3,502 

    営業活動によるキャッシュ・フロー 11,411 

  投資活動によるキャッシュ・フロー   

    有形固定資産の取得による支出 △385 

    無形固定資産の取得による支出 △592 

    投資有価証券の取得による支出 △81 

    貸付金の回収による収入 15 

    その他 △88 

    投資活動によるキャッシュ・フロー △1,130 
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  (単位：百万円) 

  
当第２四半期連結累計期間 
(自  平成26年４月１日 
至  平成26年９月30日) 

  財務活動によるキャッシュ・フロー   

    短期借入金の返済による支出 △4,500 

    PFI等プロジェクトファイナンス・ローンの借入れ 
  による収入 

13,479 

  PFI等プロジェクトファイナンス・ローンの返済に 
  による支出 

△9,500 

    配当金の支払額 △564 

  少数株主への配当金の支払額 △1 

    その他 △1 

    財務活動によるキャッシュ・フロー △1,087 

  現金及び現金同等物に係る換算差額 △29 

  現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 9,163 

  現金及び現金同等物の期首残高 3,097 

  現金及び現金同等物の四半期末残高 12,260 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

    該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

    該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日) 

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント損失は営業損失ベースの数値であり、四半期連結損益計算書の営業損失の数値との間に差異はあり

ません。 

  

 

        (単位：百万円)

  

報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額 

プラントエン
ジニアリング

事業 

サービスソリ
ューション 

事業 
計 

売上高           

 外部顧客への売上高 15,963 7,178 23,142 ― 23,142 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

― ― ― ― ― 

計 15,963 7,178 23,142 ― 23,142 

セグメント損失（△） △2,021 △1,861 △3,883 ― △3,883 
 

メタウォーター株式会社　（9551）　平成27年３月期　第２四半期決算短信

-11-


	141219_短信表紙
	第２Q決算短信1412161001



